
5．3 草津川

〈①流域概要〉

①金勝川合流上流 ②名神高速道路を望む

③草津川下流を望む

流域面積 48.3km2 流路延長 約11.3ｋｍ

③草津川下流左岸低内地を望む
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大津市上田上桐生地先を源とし、美濃郷川、金勝川等を合流して琵琶湖に注ぐ、流域面積
48.3km2、流路延長約11.3kmの一級河川である。

周辺は市街地となっており、金勝川合流点より上流は天井川となっています。

①

②

③
草津川

金勝川

5．3 草津川

〈②過去の洪水被害〉

草津川では、
昭和28年9月の台風13号により、堤防が決壊し、家屋全壊3戸、半壊43戸、
床上浸水641戸、床下浸水2,741戸の被害が発生しました。
また、昭和43年7月の豪雨により、草津市で床上浸水25戸、床下浸水825戸の
被害が発生しました。

草津川の被害状況
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昭和28年9月 台風13号

草津市馬場町

草津市岡本町
草津市山寺町

平成25年9月 台風18号



5．2 草津川

〈③治水上の課題（流下能力図）〉
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堤防高評価
堤防高-余裕高評価

流下能力の不足分
1/10確率計画流量
1/100確率計画流量

8.26k～9.26ｋまでの地点や一部の区間で流下能力が不足している
ため改修が必要です。

5．3 草津川

〈④治水上の課題〉

①金勝川合流上流

③草津川下流を望む ③草津川下流左岸堤内地を望む

天井川を形成しており、周辺は人口・資産の集積が見られ、洪水時には深刻な洪水被害が
発生する恐れがある。
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1
2

3

草津川浸水想定区域図 (計画規模)

②新岡部橋下流



5.3 草津川

〈⑤利水の現状〉

 

矢橋第1段揚水機場

琵
琶
湖

志津用水路

奥池

草津川

金勝川

美濃郷川

五百呂橋

草津用水の受益地区

草津用水の受益地区

用水
河川への流入（還元）

※金勝川合流点上流は、伏没の実態把握のため、河川への流入箇所を把握

矢橋第1段揚水機場に
おいて琵琶湖から水を
取水し、複数の用水路を
経由して、草津市の農地に
水を配水している。

第1段送水路、第2段
送水路、志津用水路を経由
し、志津用水路の上流端で
草津川右岸の奥池に配水
している。

草津川沿川の農地は、
各用水路および奥池の
水を利用している。
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草津市では、琵琶湖を水源とする逆水かんがいが実施され、市内の農地に農業用水と
して配水（草津用水）されており、草津川には利水施設はない。

5.3 草津川

〈⑥水質の現状〉

草津川は環境基準の類型指定はない。

草津市において毎年水質調査を子守橋で
実施している。

BOD75％値を見ると、下水道の整備に
伴い水質が改善し、近年環境基準A類型
（BOD値：2mg/L）を満足している。

水質観測地点

BOD経年変化 （出典：くさつの環境（環境白書））
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令和2年度末 99.7%

草津市公共下水道整備状況

（出典：滋賀県の下水道事業（草津市HP））
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5.3 草津川

〈⑦環境の現状（植物）〉

植物概況

調査で確認された植物は270種

重要種は確認されなかった

特定外来生物は以下のとおり
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＜A区間（下流区間）＞
アレチウリが確認された

＜B区間（中流区間）＞
B区間でアレチウリとナルトサワギクの2種が
確認された

5.3 草津川

〈⑦環境の現状（魚類・底生動物）〉

魚類概況

確認された魚類は12種

重要種は以下のとおり

特定外来種は以下のとおり

＜A区間（下流区間） ＞
ヤリタナゴ、ヌマムツ等の4種を確認

＜B区間（中流区間） ＞
カワヨシノボリの1種を確認

＜C区間（上流区間） ＞
ドンコ、カワヨシノボリの2種を確認

＜C区間（上流区間） ＞
コクチバスを確認

底生動物概況

確認された底生動物は131種

重要種は以下のとおり

特定外来種は確認されなかった。

＜A区間（下流区間） ＞
アオサナエの1種を確認

＜B区間（中流区間） ＞
サワガニ、アオサナエの2種を確認

＜Ｃ区間（上流区間） ＞
ドブシジミ、コサナエ、タベサナエ、キトンボの
4種を確認
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5.3 草津川

〈⑦環境の現状（鳥類・陸生動物）〉

鳥類概況

確認された鳥類は36種

重要種は以下のとおり

特定外来種は確認されなかった

＜A区間（下流区間） ＞
コサギ、コトドリ、ノスリ等の7種を確認

＜C区間（上流区間） ＞
カワセミ、サンショウクイ、コシアカツバメの3種
を確認

陸生動物概況

確認された陸生動物（両生類、爬虫類、哺乳類、
昆虫類）は549種

重要種は以下のとおり

特定外来種は以下のとおり

＜A区間（下流区間） ＞
コノシメトンボ、コガムシ、タマムシ等の5種を確認

＜B区間（中流区間） ＞
ヌマガエル、オオセンチコガネ、マクガタテントウ、
ヤマトアシナガバチ等の6種を確認

＜Ｃ区間（上流区間） ＞
トノサマガエル、ツチガエル、キトンボ等の5種を
確認

＜AとＣ区間（下流区間と上流区間） ＞
ウシガエル、ヌートリアを確認

＜AとB区間（下流区間と中流区間） ＞
アライグマを確認 65

5.3 草津川

草津川の計画流量配分図

〈⑧整備計画の目標（流量配分図）〉

1０年に1回程度の降雨により予想される
洪水を安全に流下できるような改修を
行います。

計画高水流量は、金勝川合流点において
160㎥/sとします。

草津川は、河積の拡大（河道掘削）や河川の切り下げを行い、治水
安全度の向上に努める。

多自然川づくり等を通じて生物の生息・生育環境の保全に努め、
緩傾斜堤防や植生護岸を利用した人が水辺に近づきやすい川づくり
に努める。

整備実施区間の橋梁等の横断工作物は、関係者と協議・連携の上、
必要に応じて改築を行う。
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〈⑨河川整備の考え方〉



5．3 草津川

〈⑩整備計画の概要（整備内容）〉

河積拡大（河道の切り下げ）

67

5．３ 草津川

〈⑪整備計画の概要（縦断図-1）〉
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■縦断計画
・河道を切り下げて天井河川を解消します。
・計画の縦断勾配は現況の勾配と同程度、概ね1/200です。
・山寺大橋付近から久邇宮橋付近までの落差は撤去し、生物の移動に配慮します。

i=1/200



5．3 草津川

〈⑪整備計画の概要（縦断図-2）〉
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i=1/200

5．３ 草津川

〈⑫整備計画の概要（横断図）〉

注：掘削・盛土の形状は状況により変更する
ことがあります。
法面の地質状況によっては必要に応じ、
対策を行うことがあります。

名神高速道路橋下流 (河口から約6.25km)

■横断計画

・河道の切り下げにより、河積の
拡大と河川の平地化を行い、
治水安全度の向上を図ります。

・親水性の向上や生物の生育･生息
環境にも十分配慮し、断面形状は
できる限り緩勾配法面とした整備
を行います。

親水性等に配慮した
緩傾斜法面

河川環境に配慮した
護岸工法の採用
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■川幅水深比と無次元掃流力
＜整備実施区間内の平均値＞

河床材料の代表粒径：ｄR＝0.02ｍ

現況河道
τ＊ =0.24
B/HＬ =12.9

整備計画河道
τ＊ =0.26
B/HＬ=12.6

自然の営力で
砂州が形成される
環境の創出が
期待される

整備計画河道におけるB/HLは、目標値の３０以下であるが、
水理実験値による砂州の形成基準を満たすことから、
自然の営力で砂州が形成される環境の創出が期待される。



5．4 北川

〈①流域概要〉

流域面積 3.03km2

①川ノ下橋下流

流路延長 約2.2km
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草津市野路町の名神高速道路付近に源を発し、JR東海道新幹線、国道1号、JR琵琶湖線
を横断して草津川に注ぐ、流域面積3.03km2、流路延長約2.2kmの一級河川で、草津市
南部の市街地を流下する都市河川となってます。

草津川

②下北池1号橋下流

②

北川

①

5．4 北川

〈②過去の洪水被害〉

北川では、平成9年8月豪雨により、床下浸水17戸等の被害が発生しました。
また、平成２５年９月の台風１８号の影響で浸水被害が発生しています。

北川の被害状況

平成9年8月 豪雨
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平成25年9月 台風18号

草津市野路5丁目 草津市野路5丁目



5．3 北川

〈③治水上の課題（流下能力図）〉

5．4 北川
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堤防高-余裕高評価
流下能力の不足分
1/10確率計画流量

1.8km地点から上流の区間で流下能力が不足しているため改修が必要です。

1

2

5．4 北川

〈④治水上の課題〉

北川の上流部は、JR琵琶湖線や国道1号等の交通機関があり、
更にJR南草津駅周辺の開発が進んだ地域である。

①川ノ下橋下流

②下北池1号橋下流

74地先の安全度マップ 最大浸水深図 １００年確率



5.4 北川

〈⑦環境の現状（植物、魚類・底生動物）〉 植物概況
調査で確認された植物は257種
重要種は、マメダオシが確認された

魚類概況
確認された魚類は7種
重要種は、モツゴ、ミナミメダカ、
ドンコの3種が確認された

底生動物概況
確認された底生動物は35種
重要種は、マルタニシとマシジミ
の2種が確認された
特定外来生物は、アメリカザリガニ
が確認された
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〈⑤利水の現状〉 北川における水利権はない。

〈⑥水質の現状〉 北川では水質調査は行っていない。

5.4 北川

〈⑦環境の現状（鳥類・陸生動物）〉

鳥類概況
確認された鳥類は28種
重要種は、ゴイサギ、ササゴイ、
アマサギ、チュウサギ等の10種
が確認された

陸生動物概況
確認された陸生動物（両生類、
爬虫類、哺乳類、昆虫類）は
117種
重要種は、トノサマガエル、
ナツアカネ、マイコアカネの3種
が確認された
特定外来生物は、ウシガエルが
確認された
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5．4 北川

〈⑧整備計画の目標（流量配分図）〉

北川は、河道の切り下げにより、河積の拡大と河川の平地化を行い、 国道1号
交差地点より上流に300ｍのバイパス河川を造り、治水安全度の向上を図る。

現在の単調な河道形態を改善するにあたり、生物の生息・生育しやすい構造とし、
多様な河川空間を創出します。

77

〈⑨河川整備の考え方〉

北川の計画流量配分図

1０年に1回程度の降雨により予想される
洪水を安全に流下できるような改修を
行います。

計画高水流量は、JR琵琶湖線交差地点に
おいて30m3/sとします。

5．4 北川

〈⑩整備計画の概要（整備内容）〉

河積拡大（河道の切り下げ）
バイパス河川の整備
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5．4 北川

〈⑪整備計画の概要（縦断図-1）〉
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■縦断計画
・河道を切り下げて天井河川を解消します。
・計画の縦断勾配は現況の勾配と同程度、概ね1/150です。

i=1/150

5．4 北川

〈⑪整備計画の概要（縦断図-2）〉

80

i=1/150



5．4 北川

〈⑫整備計画の概要（横断図）〉

JR琵琶湖線上流付近(草津川合流点から約1.8km)

階段工設置による
親水性の向上

河川環境に配慮した
護岸工法の採用
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■川幅水深比と無次元掃流力
＜河口から約2.2ｋ地点＞

河床材料の代表粒径：ｄR＝0.02ｍ

現況河道
τ＊ =0.365
B/HＬ =1.56

整備計画河道
τ＊ =0.34
B/HＬ=4.0

注：掘削・盛土の形状は状況により変更する
ことがあります。
法面の地質状況によっては必要に応じ、
対策を行うことがあります。

現況と同等もしくは
現況よりも良い
環境の創出が
期待される

■横断計画
・河道の切り下げにより、
河積の拡大と河川の平地化
を行い、治水安全度の向上を
図ります。

・生物の生息・生育環境に配慮
した河床とします。

6. 河川の維持管理

82



6．1 河川維持管理の基本的な考え方

■維持管理の範囲
圏域内の全ての一級河川【132河川（琵琶湖を含む）】
■維持管理の目的
行政と地域住民との連携による、各河川の特性を踏まえた
治水・利水・環境面からの河川の維持
・洪水による被害の防止 ・河川の適正な利用
・流水の正常な機能の維持 ・河川環境の整備と保全

■維持管理の種類
・河川管理施設の維持管理 ・河床の維持管理 ・湖岸の維持管理
・河川環境の保全 ・河川占用及び許可工作物の設置等への許可・対応
・流水の管理

※土木事務所毎に定めた河川維持管理計画に基づき実施
甲賀土木事務所管内河川維持管理計画（R4.3策定）
南部土木事務所管内河川維持管理計画（R4.3策定）
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6．1 維持管理に関する取り組み

＜河川管理施設の維持管理＞

洪水時における災害の発生を防ぐために、
堤防・ダム・護岸・樋門等の河川管理施設の点検により、
施設の老朽化・不具合等を早期に発見し
機能の低下防止に努めます。

県職員による点検は、1級河川を対象に
徒歩目視による点検を年1回、コンサル
タントへの委託による点検は重点的な
管理を行う河川を対象に2ヶ月に1回
徒歩目視による点検を実施しています。
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＜河床の維持管理＞

管理河川のうち河道内に堆積した土砂や
繁茂した樹木により著しく阻害されている
河川について、疎通能力を回復させるため
浚渫等を進めています。

＜地域連携＞

草津川
クリーン
大作戦

（2022年7月24日・
11月27日開催）

出典）草津市HP

：写真位置



7. 超過洪水時の被害を
最小化するための取り組み

85

7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

「平常時における関係機関の連携」

「洪水時の連携の強化」

「水防・避難体制の強化」

「水害に強いまちづくり」

「地域防災力の向上」

「超過洪水時の減災効果のある河川管理施設の整備・保全」

超過洪水時の被害を最小化するために必要な事項
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7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜平常時における関係機関の連携＞

■目的
協議会は、近江八幡市、草津市、守山市、栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市を対象として、平成27年9月関東・
東北豪雨などを受け、「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」へと意識を変革し、水災害を想定した
安全なまちづくりについて意見交換等を行い、社会全体で洪水氾濫に備える「水防災意識社会」を再構築する
ため、野洲川および甲賀・湖南圏域における洪水氾濫による被害を軽減するためのハード・ソフト対策を総合
的かつ一体的に推進することを目的とする。

■協議会の構成
近江八幡市：市長 草津市：市長 守山市：市長 栗東市：市長 甲賀市：市長 野洲市：市長 湖南市：市長
滋賀県：知事 滋賀県南部土木事務所：所長 滋賀県甲賀土木事務所：所長 気象庁彦根地方気象台：台長
琵琶湖河川事務所：事務所長

■令和7年度までに達成すべき目標
大規模災害が起こりうること、また、琵琶湖水位の影響を受け浸水が長期に及ぶことを念頭に、逃げ遅れに
よる人的被害をなくし、地域社会機能の継続性を確保するため「自ら行動し、地域の防災力を高め」、「逃げ遅れ
ゼロ」、「社会経済被害を最小化」するためのハード・ソフト対策を実施し、水害・土砂災害に強い地域を目指す。

■目標達成に向けた4本柱
１．逃げ遅れをなくすための避難行動、長期的な避難のための取組
２.確実な避難時間の確保、浸水被害軽減のための水防活動の取組
３．生活再建、社会経済活動を一刻も早く回復させるための復旧活動の取組
４．危機管理型ハード整備、洪水を安全に流すハード対策、水防拠点などの基盤整備等の取組

野洲川地域安全協議会 （平成30年5月10日 設置）
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7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜洪水時の連携強化＞

「滋賀県土木防災情報システム」の整備

平常時の備え

リアルタイムでの防災情報の提供

緊急時の体制

「水防本部（県庁）」の設置

河川パトロールによる情報収集

関係市や機関への情報伝達

リアルタイムでの防災情報
（滋賀県 河川防災カメラ）滋賀県土木防災

情報システム

10分観測情報（水位・雨量）、河川防災
カメラ画像の配信
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7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜水防・避難体制の強化＞

出水期前の点検
重要水防区域の見直し、危険箇所の
パトロール、水防倉庫の点検確認

ハザードマップの作成・周知に対する支援

降雨・水位情報、過去の水害情報の提供
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7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜水害に強いまちづくり＞

超過洪水が生じた場合に、壊滅的な被害が想定される氾濫地域においては、
水害リスクの周知に努めるとともに、土地利用の誘導、建築物の工夫、浸水時
の交通規制、避難誘導等を検討

土地利用の規制を検討確実な避難行動の確保

既設道路等を活用した二線堤、
輪中堤・宅地嵩上げ等により浸水を
回避するための対策を検討

既に市街化が進行している箇所
市街化が確実な箇所

市街化が進行していない箇所
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7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜地域防災力の向上＞

過去の水害歴史の記録保存、継承

インターネット等による情報提供
（浸水想定区域図、地先の安全度マップ、河川の流下能力、堤防点検結果）

「水防訓練」や「水防研修会」の実施

青土ダムにおける「ダムの管理演習」の実施

平成25年度 甲賀地域水防訓練 出典：滋賀県HP 91

7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜超過洪水時の減災に効果のある河川管理施設の整備・保全①＞

破堤が生じた場合の被害が大きい＋抜本的な対策困難な区間
→堤防の侵食・浸透対策、水害防備林、霞堤等の整備・保全

堤防の
侵食対策

堤防の
浸透対策

堤防強化のイメージ

Ｔランク河川（堤防の質的強化や氾濫流制御を図る河川）
大砂川(吉永)、落合川、高田砂川、家棟川〔湖南市〕、由良谷川、山田川、家棟川〔野洲市〕、美濃郷川、

葉山川、中ノ池川、童子川、菖蒲谷川、十禅寺川、金勝川、光善寺川、草津川、北川、狼川
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光善寺川の堤防補強工（ドレーン工）

7． 超過洪水時の被害を最小化するための取り組み

＜超過洪水時の減災に効果のある河川管理施設の整備・保全②＞
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草津川の堤防補強工（止水矢板（施工中状況））

止水矢板

8. 変更素案・原案に対する意見
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8．1 変更素案に対する住民説明会での主な意見

開催日：令和4年12月11日（日）
開催場所：①湖南市立 サンライフ甲西 ②草津市立 市民交流プラザ

ご意見 県の考え方
今回の変更は、国が管理している琵琶湖や淀川水系
を連動させた形で洪水や大雨に対する対応というこ
とで検討されているのか。

滋賀県はほとんどが淀川水系に含まれており、淀川水系
の治水計画との整合はできている。

落合川と野洲川の落差がとれている計画となってい
るのか。

落合川は天井川であり、河床を切り下げる計画であるが、
野洲川の河床へすりつける計画となるため、落合川の河
床の方が低くなることはない。

落合川の改修区間について、なぜ落合川橋までが整
備実施区間になっているのか。その上流は整備実施
区間にしないのか。

河川整備計画は概ね20年間で実施する区間を定めること
になっている。今後の20年間で実施できる区間として落
合川橋までの1.2kmを整備実施区間とし、残り1.0kmを整
備時期検討区間としている。

草津川周辺の岡本地区や青地地区は、長年洪水被害
の恐怖にさらされており、地元住民は心配している。
整備の進捗をどのように考えているか。

草津川については、場所によっては7ｍほど切り下げる
計画となっており、工事に時間を要する。このため、概
ね20年間で着手できる区間として、山手幹線辺りまでを
当面の目標として進めていく。

天井川については切り下げを前提として取り組んで
いく方針なのか。

現在の河床が堤内地よりもかなり高いところにあるため、
河床を少なくとも堤内地よりも低くすることを目標にし
て整備を進める。
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8．2 変更原案に対する住民縦覧時の主な意見

意見募集期間：令和5年3月28日（火）～4月28日（金）
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ご意見 県の考え方
■野洲川の湖南市に関連する部分について

・変更原案に示された野洲川の横断図（本文33ペー
ジ）は、整備実施区間の断面の一例として示したも
のか、それとも整備実施区間全体の断面形状として
示したのものか。

・甲西橋と甲西大橋間の野洲川堤防は、もともと堤
防を道路兼用にする計画であったが、計画変更のた
め堤防幅の狭い未完成堤防になっていると認識して
おり、破堤による洪水が想定されます。温暖化気候
変動を考慮した堤防整備および浚渫を実施してもら
いたい。

・甲西大橋の下流も、浚渫や川幅の拡張をして流れ
を改善することが必要です。なお、野洲川堤防には
雨水排水用トンネルがあり、これを埋め立てて別の
排水路を設けるか湖南市と調整することも必要です。

・整備実施区間における横断面の一例として示したもの
であり、実施区間全体を示しているものではありません。

・ご意見で挙げていただいた区間については、河川管理
施設等構造令や技術基準等に基づき、整備内容の検討を
進めてまいります。また、現在、気候変動を踏まえた治
水計画の検討を行っており、その結果、手戻りの少ない
整備が可能であれば、河川整備計画の見直しの検討を
行ってまいります。

・甲西大橋より下流については、現在、河川整備計画に
基づき、流下能力を確保して、目標流量を安全に流下さ
せることができるように、下流より順次整備を進めてい
るところです。
なお、雨水排水用トンネルなどの既存施設については、
施設管理者と調整しながら事業を進めてまいります。


